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療養所訪問を通してハンセン病問題を考える（１)
～駿河療養所回復者の聞き取り事例から～
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「ハンセン病回復者と北海道をむすぶ会」は、らい予防法違憲国家賠償請求訴訟（1998年７
月31日、熊本と鹿児島の療養所のハンセン病回復者13人が国を訴え、2001年５月11日国と
国会の不作為が問われ、原告勝訴の判決が熊本地裁で言い渡された。これ以降、国賠訴訟と
表記）の支援に取り組んでいたメンバーが中心となり、2002年５月に結成した。「熊本判決を
踏まえ、真実を学び、行動しよう」を合言葉に、療養所訪問、回復者の方々との交流、関連
団体と協力し映画会・集会の開催などの活動を微力ながら続けてきた。今回は、2009年10月
に駿河療養所（静岡県）を訪問し、療養所内のフィールドワークに参加した状況や、北海道
出身者の方をはじめ、数人の回復者の方々からお聞きした内容について報告したい。
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１．はじめに～ハンセン病問題を取り巻く状況
2009年は、５か所の国立ハンセン病療養所（松丘保
養園・多磨全生園・邑久光明園・大島青松園・菊地恵
楓園）の開所100周年であるとともに、４月から「ハ
ンセン病基本法」が施行された記念すべき年である。
2001年５月11日にハンセン病施策の違憲性を断罪
し、国の責任を認めた熊本判決以降、ハンセン病問題
に関して、国・地方自治体などの行政はもとより、当
事者・支援者などによる様々な取り組みがなされてき
ている。しかしながら、長い歴史の中で植えつけられ
た「差別・偏見」の感情は根深く残され、また法律の
壁（ハンセン病患者・回復者以外は、療養所を利用で
きない）などから、療養所の社会化が進まない状況が
あり、その解決に向けて取り組みがすすめられてきた。
全国13か所の国立療養所に入所されている方々は
2500余名（2009年５月現在）となり、平均年齢は80歳
を越えた。北海道出身者は現在38名の方が６か所の療
養所（松丘保養園・東北新生園・栗生楽泉園・多磨全
生園・駿河療養所・長島愛生園）で生活されている。
北海道から療養所へ送られた方々は総計で400名近く
いたそうであるから約10分の１に減ったことになる。
熊本判決の後、国は、どの療養所も最後の一人まで
安心して暮らせるようにすると約束をしたが、医療者
の減少、看護・介護スタッフの減少などから、入所者
が安心して生活できる環境が脅かされている。現実に
は、例えば、東京の多磨全生園では、介護職員の削減
のため、スプーンを持てない入所者が「犬食い」を余
儀なくされている実情が、東村山市長から報告された
（2009年11月17日、ハンセン病隔離の100年を問う
東京集会）。また将来構想では「地域の要望から保育園
の設置を検討しているが、国有地であることから多額
の借地代を払わなければならず、大変困難である」と
の問題提起がなされた（同集会）。ハンセン病基本法の
施行により、法律の壁は除かれたが、療養所の社会化
のための具体的な将来構想については、まだ始まった
ばかりで、本当の意味での解決は、これからの課題と
言えるだろう。
「ハンセン病回復者と北海道をむすぶ会」は、国賠訴
訟の支援に取り組んでいたメンバーが中心となり、「た
んぽぽの会（正式名称：らい予防法違憲国家賠償請求
訴訟を支援する東北・北海道の会）」の発展的解消に
伴って、2002年５月に結成した。「熊本判決を踏まえ、
真実を学び、行動しよう」を合言葉に、療養所訪問、
回復者の方々との交流、関連団体と協力し映画会・集
会の開催などの活動を微力ながら続けてきた。
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今回は、2009年10月に駿河療養所（静岡県）を訪問
し、療養所内のフィールドワークに参加した状況や、
北海道出身者の方をはじめ、数人の回復者の方々から
お聞きした内容について報告したいと思う。
２．駿河療養所訪問とフィールドワーク
静岡県御殿場にある駿河療養所を事務局の３人（菊
地・井上・浅川）で初めて訪問した。駿河療養所では、
数年前にハンセン病市民学会の青年交流会が開かれ、
参加した青年達が中心となり、回復者からの聞き取り
や交流、園内を案内するガイド資料の作成などの
フィールドワークを継続的に行っている。かねてから
駿河療養所を訪問したいと思っていた私たちは、知人
を通じてフィールドワークが開催されることを知り、
それに合流する形で駿河を訪れた。静岡空港からレン
タカーで２時間弱、思っていたより空港が愛知県寄り
のため、意外に時間がかかった。羽田空港から御殿場
行きのバスを利用した方が便利と、後で自治会長の小
鹿さんに教えてもらった。
これまでに作成された案内ガイドと小鹿さんの補足
説明を聞きながら園内を見学した。①納骨堂（20年前、
谷向こうから小中学校分校跡に移された。国の予算が
足りなく、入所者の募金を足して建てられた。それ以
降、390数人が亡くなり、胎児を含めて283人がここに
納骨されている。
毎年11月に合同慰霊祭が行われる。胎児は10体見
つかり、2007年１月に慰霊祭を行った）、②神山小学校
駿河分校跡地（1950年に寺子屋ができ、1953年に中学
校分校、翌年に小学校分校ができた。多い時は20人を
越える子どもたちが学んでいたが、小学校は1962年
に、中学校は1965年に休校となり、1996年に廃校と
なった）③少年少女舎、④駿河の鐘、⑤貯水槽（療養
所が小高い所にあるため、水の確保は重要課題の一つ。
かつては芦ノ湖を原水とする箱根用水を水組合から
買っていたが、湖の汚染で飲めなくなり、昭和40年代
後半に120名で井戸を掘った。現在はグランド横の井
戸からポンプで汲み上げ、２つの貯水槽に500トン蓄
えられている）、⑥火葬場（1948年に所内で亡くなった
方が初めて出て、２人目の時は沼津市で断られたが三
島市で火葬してもらい、それがずっと続いている。全
国すべての療養所で火葬場の設置が義務とされたが、
一度も使わないことを約束して1957年に建てられ
た）、⑦作業場（入所者が作った工場で、木工と綿打を
行っていた。ちゃぶ台から家の修繕、棺桶まで作って
いた）、⑧不自由者棟、⑨元看護学校（現・資料館）、
⑩所内監房（細長い物置を作って、監房が見えないよ
うに目隠ししていた。秘密裏に作られ、1959年に１度
だけ使われた）、?保育所、?カトリック教会（昭和34
年に建てられ、今も使われている）、?井戸、?グラン
ド、?解剖室跡（他の療養所では、入所の時に解剖の
同意書を取られたが、ここでは同意書を取った形跡が
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なく、取らないまま解剖されたとみられている。1992
年に使われたのが最後）、?仏教系合同礼拝堂（５団体
の祭壇）、?恩賜公園（他の療養所と同様、貞明皇后～大
正天皇の妻～の歌碑が建てられている。「自分はそこに
行けないけれど、私の代わりに患者さんのためになぐ
さめあって」との意味が歌われている。職員にとって
は倫理的・心情的なステイタス、または患者同士が慰
め合うためのものとされた。
このフィールドワークを通して、駿河療養所は、終
戦とともに作られた帰還軍人のための療養所であるこ
とを初めて知った。近くにある神山復生病院（私立）
は120年の歴史のある国内で最も古い療養所であり、
駿河療養所が作られる時、復生病院の近くに作るよう
に指示が出され、現在の場所に設置されたそうである。
最初は帰還兵のための療養所であったが、それ以外の
患者さんも入所するようになり、女性が少ないことか
ら、他の地域からも女性患者を集めるように調整され
たそうである。若くて元気な人が多かったことから、
園内にグランドを作り、野球の交流試合が盛んに行わ
れたが、年月の経過とともにそのグランドはゲート
ボール場になり、さらに今では高齢化が進み、ゲート
ボールをする人もいなくなってしまったと伺った。
３．回復者からの聞き取り
⑴ 北海道出身者のK.I.さんを訪ねて
北海道出身のK.I.さん（86歳）を訪ね、お話を伺っ
た。腰を悪くし、５月から病棟へ入室されておられた
が、私達の訪問を歓迎して下さった。
昭和26年に、３人の幼い子どもを残して27歳で療
養所に入らねばならなかったことなど涙を浮かべなが
らお話してくださった。きっかけは近所から投書が
あったそうである。厚生病院と北大病院で診察を受け、
この病気と診断された。北大病院では、診察を最後に
まわされたので、不思議だなと思った。当時は行政等
の対応が少しよくなった時期で、「今は強制的でないで
すよ」と言われたが、結局子どもを残して地元を離れ
なければならなかった。
道庁と地元の役場の人に付き添われ、50歳代の女性
と、大陸で捕虜だったという男性と一緒に駿河療養所
へ連れて来られた。当時、駿河療養所は軍人のための
療養所として開設され男性が多かったために、「女性患
者をまわしてほしい」との手紙が北海道にもあり、静
岡まで連れて行かれた。付き添ってくれた役所の担当
者が親切であったが、お礼を言えずに心苦しく思って
いること、また半年後、地元に里帰りした時なども、
親戚や友人・知人が「今は治るんだね」と暖かく迎え
てくれたことなどを伺った。離婚して、子どもたちは
実家で引き取ってもらったが、帰省した際、５歳の子
どもに「他のお母さんは家にいるのに、どうしてうち
のお母さんは家にいないの？」と問われたことが辛
かったそうである。療養所で出会った今の夫とは昭和
35年頃に結婚し、連れ添って50年になる。里帰り事業
で、他の療養所に入所している方々と交流し親しくな
り、時々電話で近況を報告しあってきたこと、入所当
初から実家の母や子どもたちとの交流が続いているこ
とが心の支えになっていたようであった。
⑵ E.M.さんを訪ねて
E.M.さん（78歳）。駿河療養所に昭和35年入所。入
所した当時（27・28歳の頃）の療養所には電気が裸電
球だけであったため、それを見てひどくがっかりした
印象を覚えている。地元には２歳の子どもをおいてき
ており、子どもが大きくなるまでがんばらなくてはと
思っていた。療養所から地元に理由をつけて帰省する
ことは一苦労であった。昔は汽車も鈍行列車の乗り換
えなどで始発に間に合わなく、しかも泊まるところも
なかったことが大変であり、駅で始発までずっと待っ
ていなければならなかったが、しかし、これは自分の
使命だからと思っていた。子どもは実家の姉にみても
らっていたので、実家と子どもの両方の生活にお金が
かかるため、療養所内では掃除や付添の内職をしてお
金を貯めた。内職したお金は子どもが成人になるまで
10年間以上送ったが、地元からは手紙が１通も届かな
かった。畑やぜんまいとり、まき割もした。何でも身
につけておいたら必ず役にたつことがあると思う。子
どもが20歳になった時には着物を送ると療養所まで
会いにきてくれた。思い返すとやはりお金の工面が大
変だったと思う。子どもが結婚して孫が生まれた時に
は、写真を送ってきてくれたが、その後は会っていな
い。でも、親の責任は果たしたと思っている。ハンセ
ン病とはそういうもの。子どもが外国に行ったと思え
ばよいのだからと考えている。
昭和35年の入所当時、妊娠していたが胎児がせっか
く宿っていたのに７か月であきらめ、堕胎???してかわ
いそうなことをした。国の方針で厚生省（当時）に届
けなければならなかった。男の子だったらしいと聞い
ている。泣き声が耳についた。胎児が研究標本にされ
ると言われ、献体になったものと思っていたが、ある
時、療養所内の医師に「うちの子はどうなったのか」
と聞くと「物置においてある」と言われた。とても悲
しかった。子どもをほったらかしにして欲しくなかっ
た。これでは人情味がないと思った。もっと早く納骨
してあげたかった。社会の中での納骨を希望し、療養
療養所訪問を通してハンセン病問題を考える（１)
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所とは別の場所に納骨堂を持つことにした。子どもは
ハンセン病ではないのだから、どうしても療養所内に
は置きたくなかった。現在、行き来できるような京都
内に納骨を行い、ボランティアの皆さんと共にお参り
にでかけている。療養所以外の場所に納骨が済んだ時、
「やっと安心した」。
⑶ M.K.さん（67歳）を囲んで
2006年に駿河療養所で開催された青年交流会が
きっかけで、M.K.さんと青年達との交流が始まった。
2007年１月に、誕生会を開いてもらったのが60数年
生きていて初めてであり、大変嬉しかったこと、それ
以来、年４回ほど集まって話をするのが楽しみになっ
ているそうである。フィールドワークには毎回参加さ
れ、療養所の現状やハンセン病問題に関する情報提供
をされている。また参加者にとっては大切な友人の一
人でもある。駿河療養所は、現在102人の入所者がお
り、平均年齢79.5歳、一番若い方が59歳で、M.K.さ
んは下から８番目である。
個人的な話はあまりしたことない、と言いながら
語ってくださった。昭和26年６月（９歳頃）、火傷に
気づかないことが原因で、父親に連れられて駿河へ来
た。入所した日、その頃は珍しかった映画が上映され
ていて、それを見ている間に、父が帰ってしまった。
梅雨の真っ最中で、１週間ほど大人と同じ部屋にいて、
その後、少年舎に移された。足の火傷の治療のため、
駿河と多磨全生園を行き来もした。
入所した頃は、療養所の体制が整う節目の年で、年
間100人ほどが入所してきた。特効薬とされたプロミ
ンは入所してすぐ使った。薬が合わなくて重症になっ
たり、亡くなった人もいた。駿河療養所は他の療養所
に比べて規則などがゆるく、居心地がよさそうだった。
ハンセン病は自然治癒で治った。
私達が病室を訪ねてお話を伺った北海道出身のK.I.
さんとは、ちょうど同じ年に入所し、お互いに親子の
ような年齢だったこともあり、大変可愛がってもらっ
たそうだ。K.I.さんにしてみれば、地元に置いてきた３
人の幼い子どもたちと、M.K.さんの姿が重なったの
だと思う。
４．復生記念館訪問
神山復生病院は、1887年（明治20年）パリ外国宣教
会のジェルマン・レジェ・テストヴィード神父（1849
～1891年）が宣教の中、一人のハンセン病者と出会っ
たことから、社会で放置された同病者の救済を思い立
ち、御殿場の鮎沢村に家屋を借用して６名の患者に
よって始まった。その後、日本初のハンセン病の治療
所として神山に場所を移し、治療と生活の場を設ける
こととした。当時は自給自足の生活であった。北海道
からの患者も入院されていた。神山復生病院における
生活について、水では岩盤の土地のため、大変苦労し
たそうである。院内では院内通貨がもたれたが、お金
の単位は１仙（せん）、２仙といったように「銭」では
なく、仙人の「仙」を用いていた???。
復生記念館は財団法人神山復生病院によって建てら
れたハンセン病の記念館である。この復生記念館はハ
ンセン病への理解とここで暮らしてきた方達の歴史を
後世に残すために1897年（明治30年）に建てられ、
2002年まで事務所として使われてきた建物に開設さ
れることになった。また、記念館には復生バンド（大
正14年）の写真や劇団天国座（明治28年）の道具も
展示されているように神山復生病院は、心の自由があ
るのが他の療養所にみられないことであった。
５．おわりに～ハンセン病問題の課題について
私達がハンセン病問題を考える時、忘れてはいけな
いことは、一つの病気の患者さんが、その病気を理由
に、家族から引き離され、人権や人生を奪われたとい
う事実である。病気であれば、一時入院したとしても、
治療を受け、療養し、治れば元の生活に戻ることが当
たり前のはずである。ハンセン病の場合は、患者さん
達は出口のない名ばかりの療養所に強制収容され、社
会的に抹殺された。中には、「私は自分の意思で入った
のだから、強制収容ではない」「ここに入って、安心し
て暮らすことができ、感謝している」と言う回復者の
方もおられる。しかしその背景には、この病気に対す
る地域社会からの凄まじい差別・偏見があり、「家族に
迷惑をかけたくない」と自ら進んで療養所に入った、
入らざるを得なかったという状況がある。だからこそ、
療養所が安住の地となったのである。このような強制
隔離絶滅政策が、国が作った法律「らい予防法」によ
り徹底的に進められた結果、日本社会の中でハンセン
病は忘れられた存在になっていった。この法律を作り
政策を進めたのは国や行政であるが、全国津々浦々で、
無らい県運動を推し進めたのは、市民一人ひとりで
あったことも忘れてはならない。それは、患者の通報
が、学校の教師や、隣近所の住民など身近な人たちか
ら寄せられていたことからも明らかである。
1996年の「らい予防法」廃止後、何も変わらない国
の施策に対して、「人間回復」を求めて起こされた国賠
訴訟を契機に、ハンセン病問題は社会的に知られるよ
うになった。しかし、今日となっては、回復者の方々
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の平均年齢は80歳となり、彼らが「あと20年、せめ
て10年でも早かったら」と言うように、療養所の外に
出て、または、自分の故郷で暮らすことはすでに困難
な状況である。そこで療養所を丸ごと社会化して、地
域との共存を図る方法が考えられた。そのためにハン
セン病基本法が制定されたが、この法律に息を吹き込
むのはこれからの取り組みに委ねられている。
ハンセン病隔離の100年を問う東京集会で、パネリ
ストの方々が語られた言葉を最後に紹介する。「日本国
憲法がハンセン病回復者のものになったのは半世紀以
上後のこと。国の政策を黙認し続けた司法・法曹界・
法律家の責任は大きい。厚い壁を乗り越え、耳を傾け
ることがなければ、問題を認識することは不可能。メ
ディア・法律家・市民も問題を共有したのは21世紀に
入ってからだった」（九州大学、内田教授）、「市民の協
力なしにはハンセン病問題の解決はない。基本法制定
の取り組みでは10カ月で93万６千筆の署名が寄せら
れた。療養所の将来構想として保育所設置のために全
療協として土地を無料で開放せよということを決め
た。私たちの願いとして①真の人間回復、②療養所の
社会復帰、③差別の連鎖を断つ、④最後まで療養所は
医療機関として存続を」（全国ハンセン病療養所入所者
協議会、神事務局長）、「今もなお仕事をする気のない
園長と看護部長の罷免を求めて闘っている。最近読ん
だ『差別と日本人』に、ハンセン病訴訟について〝在
日韓国人は補償の対象になっていない"など嘘が書か
れ、差別の連鎖を作っている。とんでもないこと。国
賠訴訟では、在日韓国人の入所者も最初から原告に加
わっている。ハンセン病はヒバクシャのように国際語
にしたい。療養所は私たちの故郷、人権の故郷、負の
遺産として残そう。納骨堂のそばに人権研修センター
を作ってほしい」（ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団
協議会、谺代表）
ハンセン病問題について、私達ができることはまず
知ること・学ぶことと思う。市民学会などの場に参加
し、学び交流することと同時に、今後も療養所を訪問
し、回復者の方々の歩みを聞き取る取り組みを続けて
行きたい。
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注釈
注１：園内通貨??（ブリキのお金）
療養所には患者のお金を取りあげて、患者達に療
養所の中でだけ使えるブリキでできたお金を使わせ
るところもあった。患者の労働に対して、ブリキの
お金で給料を支払う療養所もあった。
注２：断種や堕胎の強制??
入所者同士が結婚するには、男性は断種手術を受
けなければならなく、もし、女性が妊娠した場合は、
中絶手術が強要された。「ハンセン病問題に関する検
証会議」による調査の中で、国立ハンセン病療養所
など６か所に人工流産や人工早産などによるとみら
れる胎児・新生児の標本が114（その後増えて116）
保管されていることが判明し、強制的な中絶の実態
も明らかになっている。
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療養所訪問を通してハンセン病問題を考える（１)
Think about issues related to Hansen’s disease(1)
― from case examples by hearing from recovered patients―
Kazumi KIKUCHI
(Fuji Women’s University)
Masakazu INOUE
(Hokkaido Association for People Who Recovered from Hansen’s Disease)
Minae ASAKAWA
(Hokkaido Association for People Who Recovered from Hansen’s Disease)
“Hokkaido Association for People Who Recovered from Hansen’s Disease”was
 
established in May 2002 led by members who were engaged in the support for a suit
 
against the state. With the slogan of“learn the truth from the judgment in Kumamoto
 
court and take an action”,we have conducted a variety of activities to the best of our
 
ability,such as a visit to sanatoriums,exchange with recovered patients,and holding of
 
movie viewing events or meetings in cooperation with associated organizations. We
 
visited Suruga Sanatorium (Shizuoka Prefecture)in October 2009. This time we would
 
like to report on the participation in the field work,and what some recovered patients,
including people from Hokkaido,talked to us about at the sanatorium.
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